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全 6 頁中 1 頁 

 

 

   １．適用範囲 

       本規格は、自動車の低圧回路に使用するＣタイプコネクタについて規定する。 

 

   ２．種類、部品符号、品番及び適用電線サイズ。 

       別紙－１,－２品番一覧表参照。 

 

   ３．用語の説明 

      用語の意味は、この規格に付随する解説書(別紙－３｢Ｃタイプコネクタ｣の 

     解説を参照)及び「Ｃコネクタ取扱説明書（ＹＰＥＳ－１５－０２４）」を 

     参照の事。 

 

   ４．符号の説明 

         例－1）ターミナル 

 

                       Ｃ  Ｍ   －     ＡＵ 

           

           タイプを表す  

                  オス・メスの区分         めっき種類 

                   オス：Ｍ               錫めっき：符号なし 

                   メス：Ｆ               金めっき：ＡＵ、２ＡＵ 

 

          例－2）ハウジング 

 

                       Ｃ     ０２    Ｆ     Ｗ    －     Ｐ 

 

  タイプを表す    特殊用途等 

       Ｐ：クリップ座追加品 

極数を表す 

 

オス・メスの区分 

 

                   オス：Ｍ  ハウジング色 

                   メス：Ｆ    Ｗ：ナチュラル 

        ＰＣＢ用オス(水平タイプ)：Ｈ    Ｂ：黒 

        ＰＣＢ用メス(垂直タイプ)：Ｖ   ＢＲ：茶 

                          ＧＹ：灰 

                           Ｙ：黄 

                          Ｗ-Ｙ：黄 

                           Ｗ-Ｂ：黒 

５．構造及び材質                                      

      構造及び材質は、各部品図面の通りとする。 
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全 6 頁中 2 頁 

 
       

６．取扱いについて 

Ｃタイプコネクタ取扱説明書（ＹＰＥＳ－１５－０２４）参照の事。 

 

  ７．品質及び性能 

     コネクタの品質及び性能は、第８項に定める試験を行った時、表－１、２の通りと 

     する。 

     尚、特に指定のない場合、常温は２０±５℃、常湿は６５±２０％とする。 

 

 基本性能                表－１ 

Ｎｏ． 項  目 性     能 試験方法

７－１ 外  観 有害な亀裂、ガタ、キズ、変形等なき事。 ８－１ 

７－２ 電圧降下 
初期       ：１５ｍＶ／Ａ以下 

耐久試験後    ：１５ｍＶ／Ａ以下 
８－２ 

７－３ 端子離脱力 
錫めっき      ：１．４７～５．３９Ｎ 

金めっき      ：１．４７～６．３７Ｎ 
８－３ 

７－４ 電線固着力 表－３による ８－４ 

７－５ 漏洩電流 初期       ：１０μＡ以下 ８－５ 

７－６ 絶縁抵抗 初期       ：１００ＭΩ以上 ８－６ 

７－７ 耐電圧 ＡＣ １０００Ｖ １分間の印加に耐える事。 ８－７ 

７－８ 温度上昇 
初期３５℃以下、 

使用時雰囲気温度：６０℃以下 
８－８ 

７－９ コネクタ挿入離脱力 表－４参照 ８－９ 

７－１０ ロック強度 ９８Ｎ以上 ８－１０ 

７－１１ 端子保持力 ９８Ｎ以上  ８－１１ 

７－１２ パネルロック強度 ７８．４Ｎ以上 ８－１２ 
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全 6 頁中 3 頁 

 耐久環境性能 表－２ 

Ｎｏ． 項 目 性 能 試験方法 

７－１３ 耐熱性 ７－２を満足する｡ ８－１３，８－２ 

表－３ 

端子に固着された電線のサイズ 

０．３ｍ㎡ ０．５ｍ㎡ ０．８５ｍ㎡ 

５８．８Ｎ以上 ８８．２Ｎ以上 １２７Ｎ以上 

表－４ 

コネクタ 挿入力 離脱力 備考 

２Ｐ ３４．３Ｎ 以下 挿入力と同じ 慣性ロック 

３Ｐ ３９．２Ｎ 以下 〃 〃 

４Ｐ ４４．１Ｎ 以下 〃 〃 

６Ｐ ５８．８Ｎ 以下 〃 〃 

８Ｐ ６８．６Ｎ 以下 〃 〃 

１０Ｐ ８３．３Ｎ 以下 〃 〃 

１２Ｐ ９８．０Ｎ 以下 〃 ――― 

１６Ｐ １１８．０Ｎ 以下 〃 ――― 
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全 6 頁中 4 頁 

 
 

８．試験及び測定方法 

 

  ８－１)外観 

        目視及び触感により行う。 

 

   

 

８－２)電圧降下 

        コネクタ又は端子のオス・メスを嵌合した状態で第５表による電圧・電流にて通電し、

      圧着部より、各２００ｍｍ離れた点で電圧降下量が安定した後電圧降下を測定し、 

      (図－１のＹ－Ｙ間）４００ｍｍの電線抵抗分を差し引いて接触抵抗分を算出する｡ 

 

表－５ 

順 序 適  用 開放電圧 短絡電流 

１ 微小電流回路 ５０ｍＶ以下 １００μＡ 

 

０．３ｍ㎡ ５０．２ｍΩ／ｍ ０．５ ｍ㎡ ３２．７ｍΩ／ｍ 

０．８５ｍ㎡ ２０．８ｍΩ／ｍ 

      ・電線サイズと電気抵抗値 

                    図－１ 

 

  ８－３）端子離脱力 

      オス端子をメス端子に正規の嵌合位置まで挿入し、毎分２０ｍｍの速度で離脱 

      し初回の離脱力を測定する。さらに１０回挿入離脱を行い、同様の測定をする。 

 

  ８－４）電線固着力 

      電線を固着した端子を固定し、圧着部から５０～１００ｍｍの位置より、電線を

      軸方向に毎分約２００ｍｍの速度で引張り、電線の破断又は圧着部から電線の 

      引抜けたときの荷重を測定する｡ 

 

  ８－５）漏洩電流 

      コネクタを嵌合した状態で、６０±５℃、湿度９０～９５％の恒温恒湿槽内に 

      １時間放置後、槽内に放置のまま、速やかに、隣接する端子相互間に 

      ＤＣ１３＋１
－０

Ｖを加え、漏洩電流を測定する。 
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全 6 頁中 5 頁 

 

   

８－６）絶縁抵抗 

      コネクタを嵌合した状態で隣接する端子相互間、及び端子とハウジング間(表面)を 

      ＤＣ５００Ｖの絶縁抵抗計で、絶縁抵抗を測定する｡ 

 

 

  ８－７）耐電圧 

      コネクタを嵌合した状態で、隣接する端子相互間、及び端子とハウジング間(表面) 

      に商用周波数の交流電圧１０００Ｖを１分間加える｡ 

 

  ８－８）温度上昇 

      全極の半分を直列に接続したコネクタを無風室にて下記の電流を通電し、飽和温度に

      達した後、接触部付近の端子表面の温度を測定する｡雰囲気温度は、６０℃とする。 

      電線サイズは下記とする｡ 

 

      下記の如く配線する事 

 

   ハーフラップ      ハーフラップ 

 

                        全極の半数通電＝ 

 

                                 ○＝通電 

 

形式 Ｃ 

電流（Ａ） ６ 

電線サイズ（ｍ㎡） 
ＡＶＳ 

０．５ 

 

  ８－９）コネクタ挿入離脱力 

      端子を組み込んだハウジング、オス、メスを毎分約２０ｍｍ速度で挿入力及び 

      離脱力を測定する｡ハウジングロック機構は、挿入の際は作用させ、離脱の際は 

      作用させずに行なう｡挿入力測定時、ハウジングをホールドせずフリーの状態で 

      軸方向に挿入する｡ 
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全 6 頁中 6 頁 

 
 

  ８－１０）ロック強度 

       コネクタハウジングのオス、メスを嵌合し、ハウジングロックが作用した状態で 

       ハウジングの一方を固定し他方を軸方向に毎分約２０ｍｍの一定速度で引張り、 

       ロック機構が離脱、又は破壊したときの荷重を測定する｡ 

 

  ８－１１）端子保持力 

       ハウジングに電線を圧着した端子を組込み、ハウジングを固定し、圧着部より 

       ５０～１００ｍｍ位置より、電線を軸方向へ毎分約２００ｍｍの一定速度で 

       引張り、端子がハウジングから引抜けた時の荷重を測定する｡ 

        

 

  ８－１２）パネルロック強度 

       端子が全極組込まれたコネクタをオス・メス嵌合し、ケースホルダーに固定し、 

       電線が軸方向及び９０°傾いた方向に毎分約２０ｍｍの速度で引張り、 

       コネクタが離脱又は、破壊したときの荷重を測定する｡ 

   

            

 

  ８－１３）耐熱性 

       コネクタを嵌合した状態で１００℃に保たれた恒温槽の中に１２０時間放置し、 

       その後取出して、常温に戻るまで放置する。 
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別紙－１
 

 

 １）ターミナル 

 

区 分 符 号 品   番 適 用 電 線 サ イ ズ          備 考 

オス端子 

ＣＭ 
７１１４－１３００ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．３ TIN  

PLATING ７１１４－１３０１ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．５ ～ ０．８５ 

ＣＭ-ＡＵ 
７１１４－１３００-０８ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．３ GOLD  

PLATING ７１１４－１３０１-０８ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．５ ～ ０．８５ 

ＣＭ-２ＡＵ
７１１４－１６０１ ＡＶＸ ０．５ GOLD  

PLATING ７１１４－１６０２-０８ ＣＡＶＳ ０．５ ～ ０．８５ 

メス端子 

ＣＦ 
７１１６－１３００ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．３ TIN  

PLATING ７１１６－１３０１ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．５ ～ ０．８５ 

ＣＦ-ＡＵ 
７１１６－１３００-０８ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．３ GOLD  

PLATING ７１１６－１３０１-０８ ＡＶＳ，ＣＡＶＳ ０．５ ～ ０．８５ 

ＣＦ-２ＡＵ
７１１６－１６０１ ＡＶＸ ０．５ GOLD  

PLATING ７１１６－１６０２-０８ ＣＡＶＳ ０．５ ～ ０．８５ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Co
nfi
de
nti
al



別紙－２
 

 

 

 

 ２）ハウジング（リアホルダ一体式） 

 

オスハウジング メスハウジング 

符  号 品  番 符  号 品  番 

Ｃ０２ＭＷ ７１２２－７８２０ 
Ｃ０２ＦＷ ７１２３－７８２０ 

Ｃ０２ＦＷ－Ｂ ７１２３－７８２０－３０

Ｃ０２ＭＢ ７１２２－７８２１－３０ Ｃ０２ＦＢ ７１２３－７８２１－３０

－ － Ｃ０２ＦＢＲ ７１２３－７８２２－８０

Ｃ０３ＭＷ ７１２２－７８３０ Ｃ０３ＦＷ ７１２３－７８３０ 

Ｃ０４ＭＷ ７１２２－７８４０ 
Ｃ０４ＦＷ ７１２３－７８４０ 

Ｃ０４ＭＷ－Ｙ ７１２２－７８４３－７０

Ｃ０４ＭＢ ７１２２－７８４１－３０ Ｃ０４ＦＢ ７１２３－７８４１－３０

Ｃ０４ＭＢＲ ７１２２－７８４２－８０ Ｃ０４ＦＢＲ ７１２３－７８４２－８０

Ｃ０６ＭＷ ７１２２－７８６０ 
Ｃ０６ＦＷ ７１２３－７８６０ 

Ｃ０６ＭＷ－Ｙ ７１２２－７８６０－７０

Ｃ０６ＭＢ ７１２２－７８６１－３０ Ｃ０６ＦＢ ７１２３－７８６１－３０

Ｃ０６ＭＢＲ ７１２２－７８６２－８０ Ｃ０６ＦＢＲ ７１２３－７８６２－８０

Ｃ０８ＭＷ ７１２２－７８８０ 

Ｃ０８ＦＷ ７１２３－７８８０ 

Ｃ０８ＦＷ（黒） ７１２３－７８８０－３０

Ｃ０８ＦＷ（茶） ７１２３－７８８０－８０

Ｃ１０ＭＷ ７１２２－７９００ Ｃ１０ＦＷ ７１２３－７９００ 

Ｃ１２ＭＷ ７１２２－７９２０ 
Ｃ１２ＦＷ ７１２３－７９２０ 

Ｃ１２ＭＷ－Ｙ ７１２２－７９２０－７０

Ｃ１２ＭＢ ７１２２－７９２１－３０ Ｃ１２ＦＢ ７１２３－７９２１－３０

Ｃ１４ＭＧＹ ７１２２－７９４３－４０ Ｃ１４ＦＧＹ－Ｐ ７２２３－７９４３－４０

Ｃ１６ＭＷ ７１２２－７９６０ 
Ｃ１６ＦＷ ７１２３－７９６０ 

Ｃ１６ＭＷ－Ｙ ７１２２－７９６０－７０

Ｃ１６ＭＢ ７１２２－７９６１－３０ Ｃ１６ＦＢ ７１２３－７９６１－３０

Ｃ１６ＭＢＲ ７１２２－７９６２－８０ Ｃ１６ＦＢＲ ７１２３－７９６２－８０

Ｃ０６ＨＷ ７３２２－７８６４ Ｃ０６ＦＷ ７１２３－７８６０ 

Ｃ１６ＨＷ ７３２２－７９６９ Ｃ１６ＦＷ ７１２３－７９６０ 

Ｃ１６ＨＢＲ ７３２２－７９６７－８０ Ｃ１６ＦＢＲ ７１２３－７９６２－８０

Ｃ１６ＨＢ ７３２２－７９６８－３０ Ｃ１６ＦＢ ７１２３－７９６１－３０

Ｃ１６ＶＷ ７３２２－７９６６ Ｃ１６ＦＷ ７１２３－７９６０ 
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別紙－３
 

 

「Ｃタイプコネクタ」の解説 

 

  １．用語の意味 

   １）Ｃタイプコネクタ 

     微小電流回路用コネクタで、タブサイズｔ０．６×Ｗ１．５を使用するコネクタ。 

 

   ２）ターミナル 

     ターミナルとは、単体あるいはコネクタの構成部品として使用する電気的接触片をいう。 

 

   ３）ハウジング 

     ハウジングとは、コネクタの構成部品として使用し、ターミナルを収容するものをいう。 

 

   ４）リアホルダ 

     リアホルダは、ターミナルをハウジングに挿入した後に、ハウジング側面より挿入し、 

     ターミナル不完全挿入を無くすために考案された部品で、プラスチックアームとリア 

     ホルダで、ターミナルがハウジングへ二重係止されることで、ターミナル保持力の強化 

     になる。又、本リアホルダは本体と一体成形されたものである。 

 

   ５）コネクタ 

     コネクタとは、ハウジングにターミナルとアッセンブリーしたものをいう。 

 

  ２．特長 

    本コネクタの設計で採用した、新機構・特長について、概略を説明する。尚、詳細は、 

    「Ｃタイプコネクタ取扱説明書（ＹＰＥＳ－１５－０２４）」を参照のこと。 

 

１） ロック装置 

本コネクタは、慣性ロックを採用している(１２、１６Ｐは除く)。 

    「慣性ロック方式」 

     雌雄コネクタを嵌合するとき、ロックの反発力が、雄ターミナルと雌ターミナルが接触す 

     る直前に零となり、作業者の力は、慣性力となってそのままターミナル挿入力に代わり、 

     コネクタの完全嵌合が得られる。不完全嵌合状態では雌雄コネクタが離反、逸脱するよう 

     に設計することによって、逆に作業者の完全嵌合操作を促すと共に、完全嵌合状態ではじ 

     めてロックされるようにすることにより、嵌合状態を係止確保し、常に完全な電気的接続 

     を図ることが目的である。 

 

２） ターミナル二重係止機構（リアホルダ方式） 

     １－４）にも説明したが、ハウジングにターミナルを挿入した後、ハウジング側面から 

     リアホルダを装着する事により、ターミナルの不完全挿入を無くし、確実な係止を得ること 

     がこの方式の目的である。プラスチックアームとリアホルダによってターミナルが係止さ 

     れるので、ターミナルの保持力強化にもなる。 
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